
 

【目 標】 「ア 学校が楽しい」と「エ 授業がよくわかる」の項目に 

ついて、「当てはまる」の割合を各学年とも上げる。 
  
【活動名】 今週の家庭学習計画立案 
 
【ねらい】 月曜日の終わりの会を従来の 15分から 20分に延長し、 

一週間分の家庭学習の予定を立てることで見通しを持って 

家庭学習に取り組ませること。 
 

【活動名】 チャレンジタイム  
 
【ねらい】 火曜日は部活動を行わず、終わりの会後 20分間をチャレンジタイムとしている。 

「家庭学習スタンダード」を使って家庭学習の強化に取り組んだり、「全校縦割り学 

習」で学習の仕方の相談会などを行ったりすることで学びに向かう力の育成を図る。 
 

◇活動例① 「生活リズム・チャレンジシート」の活用 

【ねらい】夢をかなえるために、自分の時間を自分でコーディネート 

       する力の育成を目指すこと。 

             【例】（１）家庭学習の三つの基本パターンを考える。 

                ①部活のある日  ②部活のない日  ③塾などがある日 

      （２）取組ポイントを決める。 

     （３）学習記録をつける。  

                 （４）取組を振り返る。 
    

活動例② 鮭川中家庭学習スタンダード 

【ねらい】 「夢をかなえる家庭学習と読書の習慣化」の充実をより図ること。 
 
   （１）Aメニュー：一日の授業を振り返る内容（復習） 

    ①今日の授業で分かったこと   ②今日の授業で分からなかったこと 

    ③今日の授業で言いたかったこと ④「はてな？」について調べる 

   （２）Bメニュー：スキルアップのための繰り返し練習（ドリル） 

    ①漢字力アップ  ②計算力アップ  ③英単語力アップ 

   （３）Cメニュー：明日からの見通しを確かにする内容（予習） 

    ①明日の授業の予習・準備  ②明日の学習計画 

 

平成３１（令和元）年度・令和２年度 国立教育政策研究所委託「魅力ある学校づくり調査研究事業」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各メニュ

ーから一つ

ずつ選び、読

書も行う。 

「生活リズム・チャレンジシ
ート」に記載している様子 

◆最上教育事務所「魅力ある学校づくり

調査研究事業」通信第８号 

◆令和２年１０月１日（木） 

◆最上教育事務所 指導課 魅力だより  

 

チャレンジタイムで取り組む
内容を説明している様子 



 【参考】鮭川中学校「生活リズム強化週間」に係る資料 

 


